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１人１台端末の活用に向けて

新学習指導要領における評価について
特
集

　「報徳のおしえ」が根付く豊頃町で唯一の中学校です。明るく礼儀正しい子どもたちが日々の学習や部活動、
各行事に対して真面目に、前向きに取り組んでいます。今年度は「Less is more ～少なく教えて豊かに学ぶ～」
をスローガンに設定しています。自ら考え、主体的に行動することができる子どもたちの育成を目指し、教職
員一同が協働して、子どもたちに寄り添い、一人一人のよさや可能性を伸ばせるよう、様々な教育活動に取り
組んでいます。

　２年生が総合的な学習の時間に、町内
１５カ所の事業所にご協力をいただき、体
験学習を行いました。日常の学校生活では
味わえない貴重な体験となりました。

【職業体験学習】
　３年生が修学旅行の経験を班ごとにま
とめ、２学年に報告しました。２学年は
次年度へ向けた事前学習、心構えをつく
る機会となりました。

【修学旅行報告会】
　様々な教科の場面で iPad を活用した
学習を進めています。１年生は入学後に、
いつでもオンライン授業ができるように
操作方法等を学びました。

【ICT活用】
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【体育祭】
　各学年が紅白に分かれて取り組みました。３年
生が中心となって活動をリードしました。子ども
たち全員が各競技に集中して取り組み、練習以上
の結果を出すことができました。
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う
に
す
る
た
め
の
教
育
が
必
要
と
考
え
、
明

確
な
目
標
を
設
定
し
て
、
働
く
こ
と
の
大
切

さ
、
働
い
て
い
る
人
へ
の
感
謝
の
心
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
帯
広
青
年
会
議
所
に
入
会
し
た
メ
ン
バ
ー

は
全
員
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
い
る
。

　
芳
賀
さ
ん
も
、
子
ど
も
た
ち
に
働
く
こ
と

の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
自

身
が
前
に
出
て
話
を
す
る
こ
と
で
学
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
未
来
創
造
授
業
に

参
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
国
連
加
盟
国

１
９
３
か
国
で
達
成
す
る
た
め
に
掲
げ
た
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
近
年

話
題
と
な
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
を

広
め
る
た
め
、
芳
賀
さ
ん
は
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
資
格
を
取
り
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

「
私
自
身
は
『
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
…
何
で
す

か
そ
れ
は
』
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
し
か

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
こ
と
を
勉
強
し
て
い
く
う

ち
に
、
こ
れ
は
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
自

　
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
は
、「
修
練
」「
奉

仕
」「
友
情
」
の
三
つ
の
信
条
の
下
、
よ
り

よ
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
行
政
改
革
等
の
社
会
的
課
題
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
で
あ
る
。

　
今
回
は
、
帯
広
青
年
会
議
所
で
活
動
し
て

い
る
芳
賀
雅
樹
さ
ん
に
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
行
っ
て
い
る
活
動
や
、
教
育
現
場
に
期

待
す
る
こ
と
を
伺
っ
た
。

　

芳
賀
さ
ん
は
、
普
段
は
芽
室
町
に
あ
る

㈱
和
田
工
務
店
の
総
務
部
長
を
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
６
年
に
、
社
長
か
ら
帯
広
青
年

会
議
所
へ
の
入
会
を
勧
め
ら
れ
、
十
勝
在
住

の
若
者
が
観
光
や
産
業
の
課
題
解
決
策
な
ど

を
話
し
合
い
、
政
策
提
言
す
る
「
若
者
ラ

ボ
」に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

２
０
１
７
年
か
ら
帯
広
青
年
会
議
所
に
入
会

し
た
。

　
帯
広
青
年
会
議
所
で
は
、
十
勝
教
育
局
が

主
催
す
る
「
未
来
創
造
授
業
」
の
基
と
な
る

事
業
を
２
０
１
４
年
か
ら
行
っ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
が
社
会
人
と
し
て
自
立
で
き
る
よ
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分
の
妻
や
子
ど
も
た
ち
、
住
ん
で
い
る
町
、

勤
め
て
い
る
会
社
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
に
影
響

が
あ
る
も
の
だ
と
考
え
、
広
く
伝
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」

と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
広
め
る
活
動
に
参
加
す
る

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
や
未
来

創
造
授
業
の
講
師
を
す
る
中
で
、
子
ど
も
た

ち
と
関
わ
っ
て
い
て
感
じ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
芳
賀
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
子
ど
も
た
ち
は
本
当
に
純
粋
で
、
私
た
ち

が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
く
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
教

え
る
立
場
に
い
る
大
人
が
理
解
し
た
上
で
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
間

違
え
た
方
向
に
進
む
の
も
私
た
ち
大
人
の
伝

え
方
に
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
、
ひ

い
て
は
私
た
ち
の
未
来
も
な
い
の
か
な
と
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
社
会
の
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
思
い
を
寄
せ
て
、
自

分
事
と
し
て
捉
え
、
考
え
て
行
動
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
近
の
子
ど

も
た
ち
は
、
先
生
の
言
う
と
お
り
、
親
の
言

う
と
お
り
で
済
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
も
っ
て
ほ
し
い

で
す
」

　
そ
し
て
、教
育
現
場
や
先
生
方
に
対
し
て
、

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
は
、
私

た
ち
大
人
が
し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
あ

げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
や
ら
せ
る
、
聞
か
せ
る
で
は
な
く
、
私

た
ち
大
人
が
理
解
し
た
上
で
、
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」

と
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。

　
新
た
な
こ
と
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、
子
ど

も
と
一
緒
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

を
自
ら
も
実
践
す
る
芳
賀
さ
ん
。
私
た
ち
教

師
も
芳
賀
さ
ん
の
よ
う
な
熱
い
思
い
の
方
と

共
に
学
び
続
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
改
め

て
気
付
か
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
社
会
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、

自
分
事
と
し
て
捉
え
、
考
え
て
行
動
し
て
ほ
し
い
。

右： 帯広青年会議所は、「未来創造授業」にも積極的に講師派遣を行
い協力している。

　　※ 　コロナ禍の前に撮影された写真のため、子どもたちは、マス
クをしておりません。

一般社団法人　帯広青年会議所
問い合わせ先
◆　電話　　0155-24-6255
◆　E-mail　info@obihiro-jc.jp
◆　ＨＰ　　https://www.obihiro-jc.jp

上： 子どもたちは SDG ｓのゴールをどのように実現
するかを、ゲームを通して自然と考えるようにな
り、学びが深まる。

下：活動の振り返りをさせる芳賀さん。
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ス
テ
ッ
プ
１
で
は
、「
す
ぐ
に
で
も
」「
ど
の
教
科
で
も
」「
誰

で
も
」
活
か
せ
る
１
人
１
台
端
末
の
使
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

○
　
検
索
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
調
べ
学
習

　
・�

一
人
一
人
が
情
報
を
検
索
し
、
新
聞
記
事
や
動
画
等
を

収
集
・
整
理
す
る

　
・�

子
ど
も
た
ち
自
身
が
、
ア
ク
セ
ス
し
た
様
々
な
情
報
の

真
偽
を
確
認
・
判
断
す
る

○
　
文
章
作
成
ソ
フ
ト
、
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
利
用

　
・�

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
自
身
の
考
え
を
ま
と
め

て
共
有
す
る

　
・�

共
同
編
集
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
考
え
を
共
有
し
な
が

ら
学
び
合
う

○
　
一
斉
学
習
の
場
面
で
の
活
用

　
・�

定
理
や
史
実
等
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
や
す
く
な
る
デ
ジ

タ
ル
教
材
を
提
示
す
る

　
・�

一
人
一
人
の
反
応
や
考
え
を
即
時
に
把
握
し
な
が
ら
、

双
方
向
的
に
授
業
を
進
め
る

○
　
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
個
別
学
習

　
・�

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し
、
一
人
一
人
の
学

習
進
捗
状
況
を
可
視
化
す
る

　
・�

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
な
ど
様
々
な
特
徴
を
も
っ

た
子
ど
も
に
対
し
て
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
対
応
を
行

う

　　
ス
テ
ッ
プ
１
の
具
体
例
は
、
実
際
に
授
業
で
活
用
さ
れ
て

い
る
先
生
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
全
国
の
公
立
小
・
中
学
校
の
９
割
以
上
で
１
人
１
台
端
末

の
利
活
用
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
本
誌
３
３
７
号
に
お

い
て
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
と
題
し
て
、
１
人
１

台
端
末
の
導
入
に
向
け
て
の
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
び
を
深
め
る
に
は
１
人
１
台
端
末
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
で
は
、
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
た
学
び
の

変
容
に
つ
い
て
、
３
つ
の
段
階
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
こ
と
を
左
図
の
よ
う
に
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
各
学
校
に
端
末
が
整
備
さ
れ
、
ス
テ
ッ
プ
１

か
ら
少
し
ず
つ
活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

特　集　１
１人１台端末の活用に向けて
～子どもたちの学びを深めるために～

◆�

１
人
１
台
端
末
活
用
に
よ
る
学
び

の
変
容
の
３
つ
の
段
階

◆
ス
テ
ッ
プ
１
の
具
体
例

「１人１台端末・高速通信環境」を活かした
学びの変容イメージ（「未来の学び  構築パッケージ」より）

ステップ３
教科の学びをつなぐ。
社会課題等の解決や
一人一人の夢の実現に活かす。

ステップ３
教科の学びをつなぐ。
社会課題等の解決や
一人一人の夢の実現に活かす。

ステップ２
教科の学びを深める。
教科の学びの本質に迫る。

ステップ２
教科の学びを深める。
教科の学びの本質に迫る。

ステップ１
“すぐにでも”
“どの教科でも”
“誰でも”活かせる
１人１台端末

ステップ１
“すぐにでも”
“どの教科でも”
“誰でも”活かせる
１人１台端末

１人１台端末の活用に向けて　　　　　　　　　　　　P.４・５
①小学校の実践　～幕別町立幕別小学校　森田教諭～　P.６
②中学校の実践　～芽室町立芽室中学校　佐藤教諭～　P.７

【参考資料】
北海道教育委員会
ICT活用授業指針
令和２年８月
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ス
テ
ッ
プ
２
で
は
、
教
科
の
学
び
を
深
め
た
り
、
教
科
の

本
質
に
迫
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
１
人
１
台
端
末
を
ど
う
活

用
す
る
か
の
具
体
例
が
左
の
表
の
よ
う
に
教
科
ご
と
に
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
実
践
で
き
そ
う
な
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
６
・
７
ペ
ー
ジ
の
実
践
紹
介
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
１
・
２
に

関
わ
る
国
語
科
と
外
国
語
科
の
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
実
践
に
つ
い
て
は
、
教
科
を
問
わ
ず
活
用
で
き
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
実
践
に
役
立
て
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
ス
テ
ッ
プ
３
で
は
、
教
科
の
学
び
を
つ
な
ぎ
、
社
会
問
題

の
解
決
に
生
か
す
た
め
に
、
１
人
１
台
端
末
を
活
用
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
学
習
の
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
各

教
科
で
１
人
１
台
端
末
を
活
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
も
含
め
て
、
学
校
生
活
全
般

に
お
い
て
必
要
な
場
面
で
効
果
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
を
す
る
た
め
に
活
用
す
る
道
具
の
１
つ
で
す
。
現
代

社
会
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
が
前
提
と
な
り
、
学
校
で
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
も
の
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
た
め
の
授
業

で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
活
用
し
て
、
学
習
の
理
解
が
深

ま
っ
た
り
、
主
体
的
に
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
活
用
法
を
教
師
自
身
も
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
ス
テ
ッ
プ
２
の
具
体
例

◆�

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
深
め
る
た

め
に

◆
ス
テ
ッ
プ
３
の
具
体
例

探究のプロセスにおける様々な場面において、
ICT を効果的に活用することができる

教科の学びを深めたり、本質に迫ったりする
１人１台端末の活用例

探究のプロセス

実社会の問題状況に関わる課題、進路や教科等横断的な課題などを設定課題の設定

論文作成、プレゼンテーション、ポスターセッション、提言等で発信まとめ・表現
統計による分析、思考ツール、テキストマイニング等で分析整理・分析
文献検索、ネット検索、インタビュー、アンケート、実験、フィールドワーク等情報の収集

課題の設定

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

国
　
語

書く過程を記録し、よりよい文章作成に役立てる
・ 文章作成ソフトで文章を書き、コメント機能等を用い

て助言し合う
・ 文章作成ソフトの校閲機能を用いて推敲

こう
し、データを

共有する

社
　
会

国内外のデータを加工して可視化したり、地図情
報に統合したりして、深く分析する
・ 各自で収集したデータや地図を重ね合わせ、情報を読

み取る
・ 分析した情報を、プレゼンソフトで分かりやすく加工

して発表する

算
数
・
数
学

関数や図形などの変化の様子を可視化して、繰り
返し試行錯誤する
・ 画面上に表示した二次関数のグラフについて、式の値を

変化させて動かしながら、二次関数の特徴を考察する
・ 正多角形の基本的な性質を基に、プログラミングを通

して正多角形の作図を行う

理
　
科

観察、実験を行い、動画等を使ってより深く分
析・考察する
・ 観察、実験を動画等で記録することで、現象を科学的

に分析し、考察を深める
・ 観察・実験のレポートやプレゼンテーション資料など

を、写真やグラフを挿入するなどして、一人一人が主
体的に作成する

外
国
語

海外とつながる「本物のコミュニケーション」に
より、児童生徒の発信力を高める
・ 一人一人が海外の子どもとつながり、英語で交流・議

論を行う
・ ライティングの自動添削機能やスピーキングの音声認

識機能を使い、アウトプットの質と量を大幅に高める
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幕別町立幕別小学校　　外国語科　森田　竜二　教諭

様々な機能を使って、子どもの学ぶ意欲を高める
　外国語科では、音声言語による活動が多いことから、録画機能を活用した指導が効果的です。「書くこと」領域
における取組でも、好きな画像を選び英文を組み合わせて簡単なレポートを作るなど、端末の機能を駆使すること
で子どもたちの学ぶ意欲を高めることができます。

　スピーチの練習では、動画を撮影することで自分の話し方を客観的に確認することができます。自分で満足
のいく動画が撮影できたら、Googleの共有ドライブにアップすることで、簡単に友達と共有することができます。

　例文を参考に基本的な文章を書く活動を、Googleスライドで行います。行ってみたい国や自分の思い出など
テーマに合った画像を貼り付けることで、相手により伝わりやすくすることができます。また、一覧表示から
友達の作品を見ることができ、簡単に交流することができます。

　子どもたちは、動画を撮影したり、画像を引用したりする活動に対してたいへん意欲的に取り組んでい
ました。
　また、友達が作成したものを簡単に見ることができるので、自分の学習の参考にしたり、アドバイスし
たりする際にも役立っていました。
　しかし、動画やスライドの作成に没頭してしまうあまり、時間が掛かり過ぎてしまうことが課題です。
目的を再確認する等、見通しをもった取組が必要だと感じました。

成果と課題

子どもの名前

小学校の実践小学校の実践
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芽室町立芽室中学校　　国語科　佐藤　桂子　教諭

文書作成ソフトで作成した文書を交流し、アドバイスを行う
　国語科では、１人１台端末を「書くこと」や「話すこと・聞くこと」の領域で活用することが多いです。今回は、「書
くこと」領域でGoogleドキュメントやジャムボード、フォームを活用しました。コメント機能等を用いて、アドバイ
スし合ったり、作成したものを共有したり、学習を振り返ったりして、子どもたちの学びを深める実践を紹介します。

　「進路説明会で高校の先生
から聞いた内容を記事にし
て新聞を作る」という単元
の課題を確認し、学習の見
通しをもちます。

　新聞はドキュメントを活用
し、学習した知識・技能を活
用して作成しました。

　友達からの
アドバイス。

　この子どもは友達からのアドバイスを
基に振り返りを自主的に行っていました。

　子どもが書いた新聞をジャムボー
ドに貼り、よい点や改善点を付せん
に打ち込み、子ども同士でアドバイス
します。その後、友達からのアドバイ
スを基に、改善して提出します。

　振り返りはフォームを使って行
いました。学んだことを整理し、
提出します。集約した結果をグラ
フで子どもたちと共有したり、学
習評価に活用したりします。

　文書作成ソフトは何度も簡単に書き直せるため、文章を推敲
こう

する時間を確保することができました。また、
文書共有に端末を使うことで、多くの作品を見ることができ、友達のアドバイスから更に改善することが
できました。
　しかし、相互評価の際に、評価規準の一つである「見た目のデザインについて」のアドバイスが多くなっ
てしまいました。相互評価する視点を子どもたちと確認してから行うなど、単元の目標を達成できている
かに気を付け、授業を進める必要があります。

成果と課題

１

２

３

４

中学校の実践中学校の実践
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に
付
け
た
り
す
る
こ
と
に
向
け
た
粘
り
強
い
取
組
の
中
で
、

自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
含
め

て
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
令
和
２
年
３
月
に
国
立
教
育
政
策
研
究
所
か
ら

出
さ
れ
た
「『
指
導
と
評
価
の
一
体
化
』
の
た
め
の
学
習
評

価
に
関
す
る
参
考
資
料
」
に
お
け
る
、
各
教
科
の
「
態
度
」

の
評
価
の
実
践
を
基
に
、
ど
の
よ
う
に
見
取
っ
て
い
け
ば
よ

い
の
か
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　
本
誌
で
は
、
３
３
４
号
、
３
３
６
号
に
お
い
て
、
平
成
29

年
度
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
新
し
く
な
っ
た
学
習
評
価
の

概
要
や
実
践
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
に
は
、「
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態
度
」（
以
下
、「
態
度
」）
と
し
て
観
点
別

評
価
で
見
取
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
と
、
観
点
別
評
価
に
そ

ぐ
わ
な
い
「
感
性
や
思
い
や
り
」
な
ど
、
個
人
内
評
価
で
見

取
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。「
態
度
」
は
、「
知
識
及
び
技
能
」

を
獲
得
し
た
り
、「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
を
身

特　集　２
新学習指導要領における

評価について
～子どもの振り返りを生かして、

主体的に学習に取り組む態度を見取る～

新学習指導要領における評価について　　　　　　　　　　　　　P.８・９
①小学校の実践　～幕別町立札内南小学校　編田教諭～　　　　　　P.１０
②中学校の実践　～幕別町立幕別中学校　菅原教諭・長澤教諭～　P.１１

【参考資料】　
国立教育政策研究所「指
導と評価の一体化」のた
めの学習評価に関する参
考資料　令和２年３月

◆�

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

に
つ
い
て

◆�

ど
の
よ
う
に
見
取
れ
ば
い
い
の

か
？

主体的に学習に取り組む態度の評価のイメージ

　
従
来
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た

め
に
、
発
表
の
回
数
や
ノ
ー
ト
の
提
出
の
よ
う
な
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
と
し
て
残
る
も
の
を
用
い
て
「
態
度
」
を
評
価
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
た

「
児
童
・
生
徒
の
学
習
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
報
告
）」

で
は
、
こ
れ
ら
の
一
時
的
な
学
習
態
度
の
表
出
で
評
価
す
る

こ
と
は
、
本
来
意
図
し
て
き
た
も
の
と
は
違
う
こ
と
を
明
確

に
示
し
ま
し
た
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
自
己
調
整
や

粘
り
強
い
取
組
を
見
取
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
各
教
科

の
実
践
か
ら
共
通
す
る
見
取
り
方
と
し
て
は
、
ノ
ー
ト
・
レ

ポ
ー
ト
の
記
述
、
発
言
、
教
師
に
よ
る
観
察
、
自
己
評
価
・

相
互
評
価
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
自
己
調
整
と
粘
り
強
い
取
組

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
見
取
り
方
に
つ
い
て
次
の
ペ
ー
ジ
の

表
に
整
理
し
ま
し
た
。

①粘り強い取組を行おうとする側面

「十分満足できる」
状況（A）

「おおむね満足できる」
状況（B）

「努力を要する」
状況（C）

②
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
側
面
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次
に
「
態
度
」
を
見
取
る
と
き
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
評
価
す
る
と
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
次
の
４
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

⑴��

評
価
の
根
拠
を
残
す
こ
と

　
レ
ポ
ー
ト
、
ノ
ー
ト
、
振
り
返
り
、
相
互
評
価
の
結
果
な

ど
、子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
軌
跡
を
評
価
に
用
い
る
こ
と
で
、

評
価
の
根
拠
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

⑵��

子
ど
も
た
ち
に
観
点
を
明
示
す
る
こ
と

　
子
ど
も
た
ち
が
学
習
評
価
の
対
象
と
す
る
文
章
記
録
を
書

く
と
き
に
は
、
資
質
・
能
力
の
習
得
を
示
す
観
点
を
明
示
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
何
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
書
け
ば
よ
い
の
か
を
示
す
こ
と
で
、
単
な
る
感
想
だ
け

に
な
ら
ず
、
評
価
し
た
い
学
習
の
自
己
調
整
や
粘
り
強
さ
に

つ
い
て
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
従
来
は
、
一
単
位
時
間
に
お
い
て
の
評
価
が
重
視
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
は
、
単
元
や

題
材
等
の
ま
と
ま
り
を
通
し
て
、
各
観
点
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

見
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
各
学
期
に
１
回
ず
つ
重
点
単
元
を
設
定
し

て
、「
態
度
」
を
評
価
し
た
り
、複
数
の
単
元
に
ま
た
が
っ
て
、

学
習
の
様
子
の
変
容
を
評
価
し
た
り
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
に
評
価
し
、
他
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向

け
た
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
も
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

⑶��

単
元
や
題
材
等
の
ま
と
ま
り
ご
と
で
評

価
す
る
こ
と

⑷��

他
の
観
点
と
関
連
性
を
も
た
せ
る
こ
と

　
子
ど
も
た
ち
が
い
か
に
よ
い
振
り
返
り
を
し
て
い
た
と
し

て
も
、
他
の
観
点
の
評
価
規
準
の
内
容
が
身
に
付
い
て
い
な

い
け
れ
ば
、
子
ど
も
の
学
び
方
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
に
は
、
自
己
調
整
を
促
す
指
導
を

す
る
こ
と
で
、子
ど
も
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
単
元
の
途
中
で
個
別
に
で
き
て
い
な
い
と
こ

ろ
を
指
導
し
た
り
、
振
り
返
り
の
中
で
子
ど
も
が
捉
え
た
課

題
を
解
決
で
き
た
か
を
確
認
し
た
り
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
「
態
度
」
は
、
一
単
位
時
間
に
お
け
る
学
習
の
様
子
で
は

な
く
、
単
元
の
ま
と
ま
り
に
お
け
る
子
ど
も
の
変
容
を
評
価

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
学
び
の
変
容
を
見
取
る
た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
等
で
の
振
り
返
り
が
ど
の
教
科
に
お
い
て
も
有
効
で
し
ょ

う
。

　
10
・
11
ペ
ー
ジ
で
は
、
振
り
返
り
を
生
か
し
て
「
態
度
」

を
見
取
る
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。

◆�

「
態
度
」
を
見
取
る
と
き
に
考
え
る

こ
と

◆�

主
体
的
な
学
び
を
見
取
る
の
に
有

効
な
振
り
返
り

「態度」の見取り方の具体例

項　目 具体的な見取り方の例

自らの学習を調整
しようとする側面

・ 前単元の学習状況や今までの学習状況を振り返り、
更に調べることを考え、新たな予想や学習計画を立
てているかを見取る。

・ 仲間からの助言を受け入れ、改善しようとしている
様子をワークシートの記述から見取る。

粘り強い取組を
行おうとする側面

・ 友達や教師の助言を基に試行錯誤して改善していく
様子をノート等から見取る。

・ 継続して観察し、その変化を記録したり、友達の記
録と比較したりしながら、事象や現象についての問
題を解決しようとしている姿を見取る。

9



幕別町立札内南小学校　　理科　編田　恵美子　教諭

振り返りシートの活用
　幕別町立札内南小学校では、３年生から６年生までの全学年の理科を専科で行っています。
　理科の「主体的に学びに向かう態度」を評価するため、行動観察、ノートやワークシートの見取り、単元テスト
の記述内容などから評価基準に照らし合わせて、評価の材料を集めています。また、学習のまとまりごとに「振り
返りシート」を活用しています。

　子どもと立てた課題について振り返ります。
　この単元では「どのようにしたら電磁石の引き付け
る力が強くなるか」を問題として取り組めたことが読
み取れます。

　学年ごとの見方・考え方に合わせてどのように調べ
たのか振り返ります。
　５年生では「条件整備」の考え方を振り返ります。
　電流の強さと、コイルの巻き数に着目し、それぞれ
について考えられるよう、整理して取り組めたことが
読み取れます。

学年ごとに重視したい理科の「考え方」
３学年　比較する　　　　　４学年　関係付ける
５学年　条件を制御する　　６学年　多面的に考える

　調べて分かったこと、結論を振り返ります。
　電流の強さとコイルの巻き数がそれぞれ電磁石の引き付ける力を強くしていることを分かったことが読み取
れます。

　振り返りシートを活用することで、子どもが単元を通して学んだことを整理する機会となりました。
　記述から、課題を理解し意欲的に取り組めたのか、調べ方を考えて実験や観察をすることができたのか
など、自己調整を図ったり粘り強く取り組んだりできたのかの評価材料としています。
　今後の課題として、子どもが振り返りシートの記述に慣れていくことと、ＩＣＴを生かして振り返りシー
トもポートフォリオとして蓄積していくことを考えています。

成果と課題

小学校の実践小学校の実践
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学習の計画と記録 　　年　　　組　名前

学習の見通し

地方自治（教科書110～117ページ） 確認プリント 　　月　　日

◆学習の目標 評価プリント 　　月　　日

評価記入欄

確認欄

□地方公共団体の政治の仕組みや、住民の権利を理
　解できる。
□地方公共団体の役割と課題を、資料から読み取り
　理解できる。
□地方公共団体の政治の仕組みについて、資料を読
　み取って考え、表現できる。
□住民の一人として、地域への関わり方を主体的に
　捉えようとしている。

◆振り返り～「できたこと」「できなかったこと」「復習しておきたいこと」「復習したこと」「これからどう勉強したい
か」などを自由に書こう

◆自分の目標を書こう。

◆自己評価
１．この単元の学習に意欲的に取り組めましたか。
　A　意欲的に取り組めた　　　　　B　だいたい取り組めた
　C　あまり取り組めなかった　　　C　まったく取り組めなかった
２．学習の仕方やノートのまとめ方など、理解が深まる工夫をしましたか。
　A　工夫しながら取り組んだ　　　B　少し工夫しながら取り組んだ
　C　あまりできなかった　　　　　D　まったくできなかった
３．自分の設定した目標を達成できましたか。
　A　達成できた　　　　　　　　　B　少し工夫しながら取り組んだ
　C　あまり達成できなかった　　　D　まったく達成できなかった
４．結果を受けて、振り返りができましたか。（間違えた理由や正しい解答がわかりましたか。）
　A　十分できた　　　　　　　　　B　少しできた
　C　あまりできなかった　　　　　D　まったくできなかった
５．次の単元に取り組むときの改善点を確認できましたか。
　A　確認できた　　　　　　　　　B　確認できていない

/11問

/60点

/3問

/40点

/14問

/100点

学習の振り返り

学習日単元
知識・技能 思考・判断・表現 合計

得点

　学習意欲へつなげる工夫！
　子どもの観察や記述内容か
ら、励ましのメッセージを書
いたり、チェックを入れたり
して返却しています。

幕別町立幕別中学校　社会科　菅原　克見　教諭・数学科　長澤　翔太　教諭

社会科　単元ごとの見通しと振り返りができるシートの活用

数学科　毎時間の振り返りシートの活用

　数学科では、学習課題を明確にし、毎時間「できるようになったこと」や「次に頑張りたいこと」を書く、
PDCA を意識した課題の振り返りができるようなシートの工夫をしています。また、メタ認知として「やる気・興味」

「考える・工夫」「わかる・できる」の３観点を簡単にチェックする項目を設定し、子どもの見取りにつなげています。

　社会科では、学習の見通しとして、単元の目標の確認や個人目標の設定をしています。また、学習の振り返りと
して、単元途中に行う確認テストと単元テストの結果を記録することで成長を確認します。単元を通しての、学び
における自分の姿を振り返る自己評価を設定しています。さらに、「これからどう勉強したいか」などを自由に記
述できるようにしています。

　振り返りシートの活用で、成果と課題を子どもがどう捉えたかを知ることができるようになりました。
また、子どもの記述を基に、次の時間や新しい単元の導入で補充問題の提示や発問の工夫を行うなど授業
改善へつなげることができました。
　今は、振り返りシートを参考資料として活用していますが、「主体的に学習に取り組む態度」の評価で振
り返りシートをどのように位置付け、評価し、この観点での評価の妥当性と信頼性を高めていけるかが、
今後の課題です。

成果と課題

　単元を通した学びの変
容を見取る工夫！
　単元の中での子どもの
振り返りとテストでの得
点状況を比較しながら、
子どもたちが学習の自己
調整ができたかどうかを
確認できます。

中学校の実践中学校の実践
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空
に
浮
か
ぶ
熱
気
球
が
、
予
測
困
難
な
時
代

を
力
強
く
生
き
抜
い
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

⑶　
閉
校
記
念
式
典

　
12
月
19
日
に
閉
校
記
念
式
典
を
挙
行
し
、

子
ど
も
た
ち
・
保
護
者
・
地
域
の
方
々
・
同

窓
生
が
一
堂
に
会
し
、
高
島
小
学
校
と
の
別

れ
を
惜
し
ん
だ
。

　
本
校
で
は
、「
学
校
農
園
活
動
」「
学
校
キ
ャ

ン
プ
」「
北
部
地
域
保
育
所
と
の
合
同
運
動

会
・
学
習
発
表
会
」「
祖
父
母
・
地
域
参
観

日
」
等
、
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
教
育
活
動

を
行
っ
て
き
た
。

　
そ
の
中
で
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
活
動
は

「
学
校
農
園
活
動
」
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
十
勝
池

田
町
青
年
部
の
皆
様
を
中
心
に
地
域
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
畑
起
こ
し
、
整
地
、
植
付

け
、
管
理
、
収
穫
、
調
理
を
体
験
し
て
い
る
。

地
域
の
主
産
業
で
あ
る
農
業
を
体
験
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
活
動
や
食
へ
の
関
心
を
高
め

る
と
と
も
に
、
自
分
と
地
域
と
の
関
わ
り
を

見
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
そ
う
と

す
る
姿
勢
を
養
っ
て
き
た
。

３�

閉
校
に
関
わ
る
行
事

　
閉
校
記
念
事
業
協
賛
会
と
協
働
し
、
３
つ

の
行
事
を
行
い
、
１
２
０
年
以
上
の
歴
史
を

誇
る
高
島
小
学
校
の
閉
校
に
花
を
添
え
た
。

⑴　
高
島
小
学
校
花
火
大
会

　
高
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
打
上
げ
花

火
を
行
っ
た
。
１
２
０
年
以
上
の
歴
史
を
乗

せ
て
曲
と
と
も
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火

は
、
子
ど
も
た
ち
・
保
護
者
・
地
域
の
方
々

の
心
に
響
き
渡
る
絶
景
と
な
っ
た
。

⑵　
熱
気
球
搭
乗
体
験

　
十
勝
が
丘
公
園
ハ
ナ
ッ
ク
広
場
に
て
熱
気

球
搭
乗
体
験
を
行
っ
た
。
曇
天
の
中
で
も
大

１�

学
校
の
歴
史

　
高
島
小
学
校
は
明
治
33
年
４
月
13
日
に
信

取
簡
易
教
育
所
と
し
て
開
所
以
来
、
美
加
登

小
学
校
、
近
牛
小
学
校
、
大
森
小
学
校
、
居

辺
小
学
校
と
の
統
合
を
経
て
、
１
２
０
年
以

上
の
栄
え
あ
る
伝
統
を
築
い
て
き
た
。
こ
の

間
、
巣
立
っ
た
卒
業
生
は
１
３
７
１
名
に
上

り
、幾
多
の
優
秀
な
人
材
を
世
に
送
り
出
し
、

地
域
の
学
校
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、
教
育

活
動
の
効
果
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
状
況
を
受
け
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
こ
れ
か
ら
を
考

え
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
令
和
４
年
３
月
末

日
を
も
っ
て
「
閉
校
」
の
と
き
を
迎
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。

２�

特
色
あ
る
教
育
活
動

校　長
佐藤　晃啓 

�池田町立高島小学校�

長い歴史を閉じる学校

明治３３年創設　
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た
て
る
茶
道
の
体
験
を
通
し
て
、
児
童
の
豊

か
な
心
を
育
ん
で
き
た
。

３�

閉
校
に
関
わ
る
行
事

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
実
施
し
た
事
業
は
限

ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
閉
校
記
念
事
業
協
賛

会
を
中
心
に
、
保
護
者
・
地
域
・
学
校
が
協

力
し
て
、
感
染
防
止
対
策
を
図
り
な
が
ら
事

業
を
実
施
し
た
。

⑴　
熱
気
球
係
留
搭
乗
体
験

　
利
別
在
住
の
熱
気
球
チ
ー
ム
の
協
力
に
よ

り
、
11
月
13
日
早
朝
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
空
か

ら
学
び
舎
や
利
別
駅
、
遠
く
ワ
イ
ン
城
な
ど

を
一
望
し
た
。

⑵　
閉
校
記
念
式
典

　
2
月
5
日
に
閉
校
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対

策
と
し
て
、
子
ど
も
は
教
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
り
参
加
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
は

ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
視
聴
と
な
っ
た
。
式
典

後
に
は
、
子
ど
も
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー

ス
を
行
っ
た
。

２�

特
色
あ
る
教
育
活
動

⑴　
田
ん
ぼ
の
学
習

　
３
年
生
と
５
年
生
が
田
植
え
か
ら
消
費
す

る
ま
で
を
学
習
し
て
き
た
。
池
田
土
地
改
良

区
や
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
十
勝
池
田

町
、
保
護
者
・
地
域
の
協
力
を
得
て
、
田
植

え
か
ら
稲
刈
り
、
稲
架
か
け
、
脱
穀
、
も
み

す
り
、
精
米
ま
で
を
体
験
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
昨
今
は
給
食
セ
ン
タ
ー
に
寄

贈
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
地
域
の
餅

つ
き
保
存
会
の
協
力
を
得
て
杵
と
臼
で
餅
つ

き
を
行
っ
て
い
た
。
利
別
の
農
業
や
食
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑵　
い
き
が
い
焼
き
と
茶
道
体
験

　

６
年
生
が
地
域
に
あ
る
い
き
が
い
セ
ン

タ
ー
へ
赴
き
、茶
器
作
り
を
体
験
し
て
い
る
。

土
を
こ
ね
て
形
作
り
、
色
付
け
ま
で
を
行
っ

て
い
る
。
秋
に
は
、茶
道
の
先
生
を
招
い
て
、

歴
史
や
作
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
お
茶
を

１�

学
校
の
歴
史

　
利
別
小
学
校
は
、
明
治
31
年
に
利
別
尋
常

小
学
校
と
し
て
開
校
さ
れ
た
が
、
大
正
４
年

に
池
田
尋
常
高
等
小
学
校
へ
合
併
さ
れ
た
。

昭
和
55
年
４
月
、
65
年
ぶ
り
に
利
別
に
小
学

校
が
再
建
さ
れ
、
開
校
時
は
１
９
３
名
の
児

童
を
擁
し
た
。平
成
７
年
４
月
に
は
青
山
小
、

川
合
小
、
千
代
田
小
を
統
合
し
て
い
る
。

　
卒
業
生
は
千
名
を
超
え
、
各
界
で
活
躍
す

る
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
る
。
近
年
の

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
末
を

も
っ
て
、
42
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

校　長
猪股　宏亮

�池田町立利別小学校

長い歴史を閉じる学校

昭和５５年創設



活
用
し
な
が
ら
樹
形
図
の
か
き
方
に
つ
い
て

指
導
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
仕
掛
け
を
す
る

こ
と
で
、
単
に
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
も
の

に
は
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
考
え
が
基
に

な
っ
た
授
業
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

す
。
並
べ
方
も
組
み
合
わ
せ
方
も
、
数
が
多

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
何
通
り
あ
る
か
調
べ

る
の
に
は
手
間
と
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
そ

れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、樹
形
図
や
記
号
化
、

ま
た
は
そ
の
他
の
図
や
表
を
活
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
樹
形
図
や
記
号
化

あ
り
き
で
授
業
を
進
め
て
は
い
け
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
必
要
感
」
は
自

ら
感
じ
取
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
か
ら

提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
か

ら
で
す
。子
ど
も
の
思
考
の
過
程
を
通
し
て
、

必
要
感
か
ら
そ
れ
ら
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
実
践
で

は
、
考
え
る
過
程
を
通
し
て
樹
形
図
に
た
ど

り
着
か
せ
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
を
も
っ
て
、

次
の
よ
う
な
仕
掛
け
を
し
ま
し
た
。

　
リ
レ
ー
の
走
順
を
決
め
る
問
題
を
考
え
る

上
で
、
問
題
の
焦
点
化
を
す
る
仕
掛
け
を

し
ま
す
。
リ
レ
ー
の
走
順
を
２
人
だ
っ
た

ら
、
３
人
だ
っ
た
ら
、
４
人
だ
っ
た
ら
…
と

順
に
増
や
す
こ
と
で
、
何
通
り
あ
る
か
を
調

べ
る
大
変
さ
を
子
ど
も
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
仕
掛
け
を
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
樹
形

図
の
か
き
方
自
体
は
指
導
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
問
題
を
焦
点
化
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
は
樹
形
図
に
つ
な
が
る
よ
う
な
方
法

を
考
え
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の
考
え
を

■
は
じ
め
に

　
私
は
、
教
職
に
つ
い
て
11
年
、
本
校
で
３

校
目
と
な
り
、
今
年
度
は
６
年
生
の
担
任
を

し
て
い
ま
す
。
採
用
さ
れ
て
か
ら
今
ま
で
に

出
会
っ
て
き
た
先
輩
か
ら
は
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
そ
し
て
そ
の
教
え
を
参
考
に
し
な

が
ら
授
業
実
践
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
失
敗
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実

践
と
検
証
・
改
善
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

少
し
ず
つ
自
分
の
教
師
と
し
て
の
力
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
授
業
す
る
上
で
私
が
心
掛
け
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
６
年
算
数
の
「
並
べ
方
と
組

み
合
わ
せ
方
」
の
実
践
も
交
え
な
が
ら
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
「
必
要
感
」

　
ど
の
教
科
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、「
必

要
感
」
が
あ
っ
て
こ
そ
、
子
ど
も
は
何
か
を

覚
え
た
り
、
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
算
数
の
「
並
べ
方
と
組
み
合
わ

せ
方
」
を
例
に
、「
必
要
感
」
を
感
じ
さ
せ

る
効
果
的
な
仕
掛
け
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

上士幌町立上士幌小学校
小　関　　　全教　諭

子
ど
も
自
身
が
、そ
う
し
た
く
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
す
る
。

わたしの
授業実践
〜子どもが自ら考えたくなる

授業づくりを目指して〜



の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
輩

教
師
の
授
業
を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、
取
り
入
れ
て
み
た
い
こ
と
を
試
し
、
少

し
ず
つ
自
分
の
形
に
変
え
て
い
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
今
の
や
り
方
に
も
改
善
す

べ
き
点
が
常
に
存
在
し
ま
す
し
、
よ
り
よ
い

授
業
づ
く
り
の
た
め
に
日
々
検
証
・
改
善
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は

こ
れ
か
ら
も
、「
子
ど
も
が
自
ら
考
え
た
く

な
る
授
業
」
を
一
貫
し
て
目
指
し
て
、
研
鑽

を
積
み
、
授
業
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
信
頼
関
係

　
日
々
の
生
活
の
中
で
学
級
の
仲
間
同
士
の

関
わ
り
や
教
師
に
よ
る
生
徒
指
導
は
、
学
級

の
基
礎
を
構
築
す
る
上
で
大
切
な
要
素
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
そ
れ
と
同
等
以
上
に
、
授
業
で
学
級

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
そ
の
大
き
な
役
目
を
担
う
の
が
、
子
ど

も
同
士
の
交
流
で
す
。
授
業
の
ね
ら
い
を
達

成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
行
う
交
流
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
５
年
生
か
ら
担
任
を
し
て
い
る
現
在
の
学

級
も
、
授
業
で
の
子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
に

よ
っ
て
お
互
い
の
信
頼
関
係
も
深
ま
っ
て

い
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
交
流
ば
か
り
で

は
自
力
解
決
の
場
面
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
が
ら
授
業
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
日
々
考
え
な
が
ら
授
業
実
践

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　
授
業
の
ス
タ
イ
ル
は
教
師
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
し
、
こ
れ
が
正
解
と
い
う
も
の
は
な
い

子
ど
も
自
身
が
「
必
要
感
」
を
感
じ
て
、
そ

う
し
た
く
な
る
よ
う
に
、
問
題
を
焦
点
化
す

る
仕
掛
け
を
す
る
こ
と
を
日
々
心
掛
け
て
い

ま
す
。

■
意
味
の
あ
る
交
流
を

　
ペ
ア
交
流
、
グ
ル
ー
プ
交
流
な
ど
、
授
業

の
中
で
交
流
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
同
士
の
交
流
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
を
深
め
る
と
い
う
意
味
で
は

と
て
も
大
切
な
手
段
で
す
。一
番
の
理
想
は
、

子
ど
も
自
身
が
「
交
流
し
た
い
」
と
思
う
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て

意
味
の
あ
る
交
流
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
考

え
が
広
ま
っ
た
り
、
深
ま
っ
た
り
す
る
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
教
師
が
、
何
の
た
め
に

交
流
す
る
の
か
を
明
確
に
し
、
ど
の
よ
う
な

発
問
を
す
れ
ば
、
交
流
し
た
り
議
論
し
た
り

し
た
く
な
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。「
え
？
」「
な
ん
で
？
」
と
子
ど
も
の
思

考
を
揺
さ
ぶ
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
自
然

と
誰
か
と
交
流
し
た
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
機
会
を
１
時
間
の
中

で
１
度
は
つ
く
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
リ
レ
ー
の
メ
ン
バ
ー
の
名
前
も
、

あ
え
て
教
科
書
以
上
の
長
い
名
前
に
変
更
し

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で「
書
く
の
が
大
変
」

と
い
う
意
識
か
ら
進
ん
で
記
号
化
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
頭
文
字
を
と
る
子
ど
も
も
い

れ
ば
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
置
き
換
え
る
子

ど
も
も
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
教
師
が
教
え
な
く
て
も
、

意
味
の
あ
る
交
流
と
、
交
流
で
育
む
信
頼
関
係
。



に
必
ず
伝
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
あ
な
た
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
、
私
は

あ
な
た
の
こ
と
を
嫌
い
に
な
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
学
校
生
活
を
送
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は

失
敗
し
た
り
、
時
に
は
叱
ら
れ
る
こ
と
を
し

た
り
し
ま
す
。
叱
っ
た
と
し
て
も
、
担
任
と

し
て
絶
対
に
あ
な
た
の
味
方
で
い
る
こ
と
を

最
初
に
約
束
し
ま
す
。

⑵　
魅
力
あ
る
授
業
を
創
る

　
自
分
が
で
き
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
ま
だ

ま
だ
で
す
が
、
教
師
の
一
番
の
仕
事
は
基
礎

学
力
を
培
う
こ
と
や
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
伝
え

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
担

任
の
教
科
、
私
の
場
合
は
理
科
を
好
き
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
授
業
を

創
っ
て
い
ま
す
。
授
業
が
楽
し
く
分
か
り
や

す
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
と
の
信
頼
関
係
も

自
然
と
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
信
頼
は
、
保
護
者
か
ら
の
信

頼
に
必
ず
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

⑶　
約
束
を
守
る

　

時
間
や
頼
ま
れ
た
こ
と
、「
や
り
ま
す
」

と
言
っ
た
こ
と
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
と
の
約
束
を
必
ず
守
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
事
で
も
積
み

■
は
じ
め
に

　
若
い
と
き
に
は
、
30
年
も
勤
め
た
ら
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
慣
れ
、
あ
ま
り
悩
ま
ず
に
仕

事
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
実

は
全
く
違
い
ま
し
た
。
い
つ
も
自
分
の
こ
と

で
精
一
杯
で
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
周

り
の
先
生
方
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
何

と
か
や
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
勤
務
年
数
ば
か
り
長
く
な
り
、
立
派
な
実

践
な
ど
な
い
の
で
す
が
、
学
級
担
任
と
し
て

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、
や
っ
て
み
た
こ
と

な
ど
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す

■�

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
に

　
心
血
を
注
ぐ

　
学
級
を
つ
く
っ
て
い
く
上
で
、
最
も
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
と
「
信
頼
関
係
を
築
く
」
こ
と

で
す
。
信
頼
関
係
が
土
台
と
な
り
、
学
校
生

活
の
様
々
な
こ
と
が
成
り
立
ち
ま
す
。
信
頼

関
係
無
し
に
、ど
ん
な
こ
と
を
実
践
し
て
も
、

う
ま
く
は
い
き
ま
せ
ん
。

⑴　
出
会
い
の
場
面
で

　
入
学
式
や
学
級
替
え
直
後
、
子
ど
も
た
ち

わたしの
学級経営

〜三年間を見据えた働き掛けで
　学校によい循環をつくる〜

音更町立音更中学校
西　嶋　ゆかり教　諭

絶
対
に
あ
な
た
の
味
方
で
い
る
こ
と
を
最
初
に
約
束
し
ま
す
。

重
ね
て
い
く
こ
と
で
、「
少
し
は
信
じ
ら
れ

る
人
、
頼
り
に
な
る
人
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
逆
を
言
え
ば
、
小
さ

な
こ
と
で
も
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
と
、
信

頼
を
得
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

⑷　
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
見
逃
さ
な
い

　
係
活
動
と
し
て
加
湿
器
の
管
理
を
担
当
す

る
子
ど
も
が
、「
先
生
、
ど
う
し
て
も
細
か

い
と
こ
ろ
の
汚
れ
が
取
れ
な
い
の
で
、
細
い

ブ
ラ
シ
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
で
す
が
」
と
伝

え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。



　
３
年
生
を
担
任
し
て
い
る
と
き
、
卒
業
を

前
に
必
ず
伝
え
る
こ
と
は
、
最
後
ま
で
最
上

級
生
と
し
て
の
責
任
を
果
た
そ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
卒
業
式
で
の
自
分
た
ち
の
姿
が
、

１・
２
年
生
に
送
る
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

な
り
ま
す
。
特
に
卒
業
生
合
唱
に
つ
い
て
は

「
泣
い
て
も
い
い
か
ら
全
力
で
歌
お
う
。
１・

２
年
生
に
最
後
の
バ
ト
ン
を
渡
そ
う
」
と
声

を
掛
け
、
会
場
に
入
場
し
ま
す
。

■
保
護
者
の
参
加
を

　
年
に
２
回
ほ
ど
、
保
護
者
に
行
事
の
感
想

を
書
い
て
も
ら
う
な
ど
、
学
級
通
信
の
原
稿

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。「
親
御
さ
ん
も
み
ん

な
の
こ
と
を
応
援
し
て
い
る
よ
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
保
護

者
に
も
学
級
づ
く
り
に
参
加
し
て
も
ら
う
手

立
て
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
頂
い
た
原
稿
を

読
ん
で
、
私
自
身
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は

保
護
者
の
感
想
が
載
っ
た
通
信
を
じ
っ
く
り

と
読
ん
で
い
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
マ
ス
ク
越
し
に
気
持
ち
を

伝
え
た
り
、
感
情
を
見
取
っ
た
り
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
言
葉

と
行
動
を
よ
り
吟
味
し
、
で
き
る
限
り
の
愛

情
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
連

続
し
て
担
任
す
る
こ
と
が
多
く
、
入
学
時
か

ら
３
年
間
を
見
据
え
て
計
画
的
に
働
き
掛
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
行
事
で
は
、

学
校
内
に
お
け
る
学
年
の
役
割
を
認
識
し
活

動
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
成

長
す
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
事
を

通
し
て
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
も
行
い
、
次
年
度

の
生
徒
会
や
学
年
・
学
級
の
リ
ー
ダ
ー
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
１
年
生
を
担
任
し
て
い
る
と
き
に
必
ず
行

う
こ
と
は
、
学
校
祭
の
練
習
で
３
年
生
に
教

え
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
運

動
で
も
合
唱
で
も
１
年
生
と
３
年
生
の
差
は

歴
然
で
、
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

で
憧
れ
を
も
ち
ま
す
。「
３
年
生
の
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
思
う
こ
と
が
意
欲
を
生
み
、

学
級
全
体
の
成
長
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
先
輩
の
優
し
さ
や
頼
も
し
さ
に
触
れ
る

経
験
が
、
３
年
生
に
な
っ
た
と
き
に
生
き
て

き
ま
す
。
後
輩
に
優
し
く
、
頼
ら
れ
る
３
年

生
に
な
ろ
う
と
自
分
た
ち
で
行
動
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
学
校
全
体
の
よ
い
循

環
が
続
い
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
学
級
の
係
活
動
や
当
番
な
ど
で
、
子
ど
も

た
ち
が
自
ら
考
え
、
進
ん
で
行
動
し
て
い
る

場
面
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
真
面

目
に
自
分
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
子
ど
も

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
場
で
「
よ
く
気

が
付
い
た
ね
」「
毎
日
あ
り
が
と
う
」
な
ど

の
言
葉
を
掛
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
折
を
見
て
朝
の
会
や
帰
り
の
会
な
ど
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い

く
う
ち
に
、
学
級
の
活
動
が
滞
り
な
く
活
発

に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

■
行
事
は
大
き
な
チ
ャン
ス

行
事
で
は
、
役
割
を
認
識
し
活
動
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
成
長
す
る
。
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共に学び共に育つ
～支援の先生にできること・支援の先生にしかできないこと～

■初めての「へき地複式小規模校」
　日々新鮮な気付きに恵まれて２年目を迎えてい
ます。近頃では、学校規模の「メリット最大化
策・デメリット緩和策」の両方を考える癖がつき
ました。特別支援学級では、これまで行われてい
なかった異学年合同の授業を始めています（栽培
～収穫～調理、乗り物・買い物学習など）。小回
りの利く本校の特色を生かして特別支援学級でし
かできない授業を考えるこ
とで、子どもたちの「持て
る力」を高めて「できるこ
と」を増やし、自信を深め
て交流学級での授業や、よ
り大きな行事へも前向きに
なっていけたらと考えてい
ます。

■ 価値ありと思えること
をためらわずに発信

　着任後に真っ先に取り組
ん だ の は 、 特 別 支 援 教 育
コーディネーターとして、
先 生 方 で 共 有 し た い 「 う
ち の 学 校 と し て の 支 援 の
イメージ」を目に見える形
で打ち出して共通理解を図
り 、 先 生 方 同 士 の 望 ま し
い連携につなげていくことです。普通学級担任、
特別支援学級担任、特別支援教育支援員など、全
てのスタッフが、お互いの強みと難しさを理解し
合って尊重し合えたら、きっとよりよい支援につ

ながっていくはずです。そのために、児童理解交
流会や校内研修の機会に複数回「皆で共有する価
値あり」と思える話題を発信し、意見交換に努め
てきています。そんな発信を柔軟に受け止めてく
れる素敵な先生方にいつも助けられています。

■自分の立ち位置からすべきことを考える
　「生徒指導」に明け暮れた中学校教員時代か

ら、教育行政時代に触れた
「教育カウンセリング」へ
の傾倒を経て、学校に戻っ
た今「特別支援教育」の現
場 に 身 を 置 い て い る 自 分
は、生徒指導⇄教育相談⇄
特別支援教育の間で自らの
立ち位置がよく分からなく
なることがありました。
　しかし、この困難な時代
に、「今こそ特別支援教育
の視点を盛り込んだ生徒指
導 が 求 め ら れ て い る 。 ま
た、今まで生徒指導や教育
相談の分野で培われてきた
手法や成功事例を特別支援
教育に生かすことが大切で
あると考える」（松久眞実
／桃山学院教育大学教授）

の言葉に勇気付けられ、自分のこれまでの歩みを
肯定しながら目の前の難題と向き合っていくこと
こそが自分の責務と思う今日この頃です。

本別町立
勇足小学校

教諭

小武海博一
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ミュンヘン日本人国際学校
　コロナ禍の影響で大幅に子どもが減ってしまい
ましたが、ミュンヘン日本人国際学校は、小学部
１１１名、中学部４０名、計１５１名（2021年１０月
現在）の中規模校です。ミュンヘン市内各地から学
校バスでの通学を基本としていますが、５年生以上
は公共交通機関を使っても通学できます。バイエル
ン州の認可を受け、週３～５回のドイツ語の授業も
行っています。教職員３０名と子どもたち１５１名で、
Japanese International School Munich(JISM) を盛
り上げています。

（1）学習発表会 + 文化祭＝「ドイツ語発表会」

　本校では、学習発表会・文化祭を合わせた「ドイ
ツ語発表会」を行っています。基本的に、全ての発
表はドイツ語で行われます。子どもたちは、今まで
の学習を生かす場となるこの発表会をとても楽しみ
にしています。現在は新型コロナウイルスの影響で、
事前に録画したものを配信する形となってしまって
いますが、ステージ復活を望む声が多く上がってい
ます。

（2）校外学習「ミュンヘンタイム（ＭＴ）」

　ドイツ語の授業の中には、ミュンヘンタイム（Ｍ
Ｔ）と呼ばれる国際理解の時間もあります。この時
間には、ドイツ語のカリキュラムに合った内容を、
校外に出掛けながら学ぶことができます。動物園や
現地の諸施設、クリスマスマルクトなどに出掛けた
り、現地校との交流をしたりします。そのときに、
各学年担当のドイツ語部の先生が協力しながら学習
の流れを考え、引率計画を立てます。ドイツ語の学
習を生かした体験的な活動を通して、現地理解を進
めることができます。

（3）週 1 回 2 時間続きの「移動体育」

　本校には小さな中庭と体育館がありますが、積雪
がない時期であれば、移動体育を行います。週１回
２時間続きで、近くにある大きな芝生のグラウンド
まで移動します。そこで、学部に分かれて体育の授
業を行ったり、運動会や持久走大会を行ったりして
います。

日 本 人 学 校 よ り
ドイツ：ミュンヘン

　ミュンヘンはバイエルン州の
州都で、ベルリン、ハンブルクに
次ぐ人口約１４７万人のドイツ第３
の都市です。１９７２年の夏季五輪
開催都市で、ビールとサッカー
が有名です。雪が少ない気候は

十勝と似ています。２週間に渡って開催される
オクトーバーフェスト、ライトアップがきれいなク
リスマスマルクト等、イベントもめじろ押しです。

教諭
斉藤　隆広

★
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研究発表
大 会

オンライン　 開催Zoom

令和４年２月３日
十勝教育研修センター

　指導案等の資料はＱＲコードから
ダウンロードできます。

　協力員研究については、理論提案の後、小・中学校それぞれの道徳科の授業実践を紹介しました。発問
と対話の工夫について研究を進めることで、道徳的価値を自分事として深く理解することや、物事を多面
的・多角的に見る力を育むことを通して子どもたちに「しなやかな心」を育む研究を進めました。

力員研究協

研究の詳細は、本広報誌とともにお届けしました「研究紀要 No. ２１６」を ご覧ください。校内研究や日常の授業実践にご活用いただければ幸いです。

協
力
員
研
究
実
践
発
表

ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
で
の
交
流

授業者　梶浦　哲平　教諭
清水町立清水小学校
第５学年　道徳科

授業者　田口　健人　教諭
幕別町立札内中学校
第２学年　道徳科

・ しなやかな心を育てるには、発問と教材に
尽きると感じた。発問で揺さぶり、対話で
多面的・多角的に考え、自分事として捉え
るような振り返りができる道徳を目指そう
と思った。

・ 改めて道徳の評価と交流の仕方の難しさを
感じた。教師の意図的な発問や明確な目的
意識が必要だと感じました。

参加者アンケートより
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オンライン　 開催Zoom　約１３０名の先生方にご参加いただき、今年で２５回目となる十
勝教育研究所発表大会を、盛会裏に終えることができました。
　今年度も、Web 会議システムを活用したオンラインでの開催と
し、勤務校等から参加していただきました。
　発表を基にした参加者交流では、参加者が自校での取組と関連
付け、明日からの授業に生かせる交流を目指し、ブレイクアウト
ルーム機能を活用して行いました。
　本大会にご協力、ご参加いただきました皆様に、心より感謝と
お礼を申し上げます。

　共同研究については、理論提案の後、小・中学校それぞれ２回の授業実践を紹介しました。ねらいを具
体化した課題設定の工夫としてパフォーマンス課題を設定し、到達目標を明確化した評価の充実として
ルーブリックを活用することで、「深い学び」に向かう子どもを育む研究を進めました。

　パフォーマンス単元計画に関わる資料は
ＱＲコードからダウンロードできます。

同研究共

研究の詳細は、本広報誌とともにお届けしました「研究紀要 No. ２１６」を ご覧ください。校内研究や日常の授業実践にご活用いただければ幸いです。

共
同
研
究
実
践
発
表

発
表
に
基
づ
い
た
実
態
交
流

令和３年度
十勝教育研究所

授業者　伊澤　　亮　教諭
士幌町立中士幌小学校
第 3学年　算数科

授業者　松林　一彦　教諭
浦幌町立浦幌中学校
第 2学年　社会科

・ パフォーマンス課題とルーブリックを提示
することで教師だけではなく、子どもと学
習のゴールを共有し、単元全体を見通すこ
とができ、「深い学び」につながるというこ
とを感じた。

・ 「考えよう」で終わるのではなく、生き生き
と表現するための到達点を提示し、そこに
向かって取り組んでいく学習は、子どもた
ちにとっても見通しがもてて、安心して学
習できるのだろうと感じた。

参加者アンケートより
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編集
後記

担当から

次号予告

　昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの感染対策を考慮し
ながら、授業や学校行事を進める１年となりました。しかし今
年度は、昨年度よりも感染対策の蓄積を生かして、様々な活動
を工夫して進めることができたのではないでしょうか。
　また、今年度は、子どもが主語となる授業づくりを目指して、
端末が子どもの学びを深めるための道具となるよう、各学校で
研修が進んでいることと思います。今回の広報誌では、先生方
の授業実践に有用な情報を提供できればと思い、端末の活用と
学習評価について具体的な実践例を紹介させていただきました。
　お忙しい中、原稿をお寄せいただきました先生方や関係者の
皆様に感謝いたします。十勝教育研究所は、これからも先生方
のお役に立てるような情報を発信し、多くの方々に読んでいた
だけるよう努めてまいります。

紹介
採用校長・昇任教頭・
新採用教職員の紹介
◇巻頭言　◇教育現場への期待　◇十勝教育研究所紹介
◇わたしの授業実践　◇わたしの学級経営
◇教育情報　◇日々徒然

担当のオススメ本

　子どもたちの「折れない心」
を育むということで、近年注目
されているのがレジリエンスで
す。子どもを鍛える視点と、教
師を鍛える視点から、具体的な
指導と対処の手立てを解説して
います。理論から実践までレジ
リエンスの入門編として学級づ
くりなどに活用できるおススメ
の一冊です。

教師のためのレジリエンス
著 / 中嶋　郁雄
出版社 / 明治図書

十勝教育研究
令和４年３月発行

発行所　十勝教育研究所
所長　山田　　洋

　　089-0531
　　中川郡幕別町札内暁町２９０番地の２
　　TEL　０１５５―５６－２３３１
　　FAX　０１５５－５６－４２６０
　　Email　 staff@tokyoken.net

印刷所　大同出版紙業株式会社
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１人１台端末の活用に向けて

新学習指導要領における評価について
特
集

　「報徳のおしえ」が根付く豊頃町で唯一の中学校です。明るく礼儀正しい子どもたちが日々の学習や部活動、
各行事に対して真面目に、前向きに取り組んでいます。今年度は「Less is more ～少なく教えて豊かに学ぶ～」
をスローガンに設定しています。自ら考え、主体的に行動することができる子どもたちの育成を目指し、教職
員一同が協働して、子どもたちに寄り添い、一人一人のよさや可能性を伸ばせるよう、様々な教育活動に取り
組んでいます。

　２年生が総合的な学習の時間に、町内
１５カ所の事業所にご協力をいただき、体
験学習を行いました。日常の学校生活では
味わえない貴重な体験となりました。

【職業体験学習】
　３年生が修学旅行の経験を班ごとにま
とめ、２学年に報告しました。２学年は
次年度へ向けた事前学習、心構えをつく
る機会となりました。

【修学旅行報告会】
　様々な教科の場面で iPad を活用した
学習を進めています。１年生は入学後に、
いつでもオンライン授業ができるように
操作方法等を学びました。

【ICT活用】

豊頃町立豊頃中学校  
■生徒数　６８名（６学級）　■教職員数１７名

十
勝
教
育
研
究

令
和
４
年
　
３
月

3
4
0

巻頭言

十勝教育研究所
副所長

大石　浩之

教育現場への期待

一般社団法人
帯広青年会議所

芳賀　雅樹

わたしの授業実践

上士幌町立上士幌小学校
教　諭

小関　　全

共に学び共に育つ

本別町立勇足小学校
教　諭

小武海博一

日々徒然

中札内村・更別村教育委員会
指導参事

西田　茂生

退職教職員の紹介

我が歩みを語る

日本人学校より

ミュンヘン日本人国際学校
教　諭

斉藤　隆広

わたしの学級経営

音更町立音更中学校
教　諭

西嶋ゆかり

令
和
四
年
三
月

十
勝
教
育
研
究
所

三
四
〇
号

【体育祭】
　各学年が紅白に分かれて取り組みました。３年
生が中心となって活動をリードしました。子ども
たち全員が各競技に集中して取り組み、練習以上
の結果を出すことができました。

十勝教育研究所
HP　QRコード

十

勝

教

育

研

究

長い歴史を閉じる学校

池田町立高島小学校
池田町立利別小学校

日々徒然

新得町立屈足南小学校
教　諭

伊藤　寿樹


